
光で鉄の原子核を一気に加速 
－光は天体現象や元素合成過程の解明に迫る新しい手段となるか?－ 

・強力なレーザー光線を使い、従来型加速器より小型で、電子をまとわない鉄の原子核状態を 
 作り出すと同時に、世界で初めて一気に光速の1/5の速さまで加速することに成功。 
 

・本手法を加速器による元素合成手法と組合せることで、地上では手にすることが困難な、 
 不安定な重い原子核（重元素）を取り出すことが可能になると期待。 
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今回の成果 原子核実験の新技術への応用 
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